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あだたらの里直売会の皆さん（４号線沿線清掃活動　６月20日）

新鮮、おいしいを笑顔でお届けします
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６
月
定
例
会
は
、
15
日
か
ら
20
日
ま
で
の
６
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
村
長
提
出
案
件
11
件
（
条
例
改
正
４
件
、
補
正
予
算
５
件
、
人
事
案
件
１
件
、
報
告

１
件
）
お
よ
び
議
員
発
議
３
件
、
合
わ
せ
て
14
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
し
た
結
果
、
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。
請
願
、
陳
情
は
、
５
件
提
出
さ
れ
、
審
査
の
結
果
は
４
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

６
月
定
例
会
開
催

おおたま村づくり株式会社 出資金、営農法人組織支援事業補助金　など
一般会計補正額　4,862万円

平成29年度　国民健康保険税按分率

　

平
成
29
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
を
決
め
る

税
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
そ
の
年
度
に
予
測
さ

れ
る
医
療
費
か
ら
国
保
加
入
者
が
病
院
に
支
払

う
一
部
負
担
金
、
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
な
ど

を
差
し
引
い
た
分
が
国
保
税
の
総
額
と
な
り
、

国
保
加
入
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

必
要
な
国
保
税
を
算
出
し
た
結
果
、
所
得
割
や

均
等
割
、
平
等
割
は
前
年
同
様
に
据
え
置
か
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
一
人
当
た
り
平
均
課
税
額
の
増
額
は
、

医
療
費
の
増
加
、
被
保
険
者
数
の
減
少
に
よ
る

も
の
で
す
。

項　　　　　目 平成29年度 平成28年度 比　較

応　

能
所　得　割

医療給付費 5.46％ 5.46％ （据え置き）

後期高齢者支援金 2.13％ 2.13％ （据え置き）

介護納付金 1.87％ 1.87％ （据え置き）

応　
　

益

均　等　割
（加入者１人当

たり）

医療給付費 22,200円 22,200円 （据え置き）

後期高齢者支援金 8,600円 8,600円 （据え置き）

介護納付金 10,100円 10,100円 （据え置き）

平　等　割
（１世帯当たり）

医療給付費 20,300円 20,300円 （据え置き）

後期高齢者支援金 7,900円 7,900円 （据え置き）

介護納付金 6,500円 6,500円 （据え置き）

項　　　　　目 平成29年度 平成28年度 比　較

賦課限度額
（税の上限額）

医療給付費 540,000円 540,000円 （据え置き）

後期高齢者支援金 190,000円 190,000円 （据え置き）

介護納付金 160,000円 160,000円 （据え置き）

前年度と同じ

今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
は

１人当たり
平均課税額
103,918円
（0.2％増）

１世帯当たり
平均課税額
164,903円
（2.7％減）
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おおたま村づくり株式会社 出資金、営農法人組織支援事業補助金　など
一般会計補正額　4,862万円

会　　計　　名 補　正　額 総　　　額

一般会計 4,862万円 57億7,836万円

国民健康保険特別会計 157万円 10億2,049万円

アットホームおおたま特別会計 900万円 1億1,391万円

後期高齢者医療特別会計 7万円 6,360万円

水道事業会計【資本的支出】 620万円 1億9,572万円

平成29年度　６月補正予算 一 般 会 計
【歳出　主なもの】
◦おおたま村づくり株式会社出資金	 450万円
◦営農法人組織支援事業補助金	 1,000万円
◦遠藤ケ滝遊歩道整備工事費	 1,400万円
◦道路新設改良費	 970万円
◦幼稚園３年保育に要する経費
　（大山幼稚園園庭拡張工事測量設計業務委託料など）	 318万円

問　

村
が
４
５
０

万
円
を
出
資
す
る
根

拠
は
。
赤
字
に
な
っ

た
と
き
は
ど
う
す
る

の
か
。

答　

出
資
金
の
総

額
は
、
１
千
５
０
０

万
円
を
見
込
ん
で
い

る
。
４
５
０
万
円
は

そ
の
３
割
相
当
で
あ

る
。
重
要
事
項
の
特

別
決
議
の
阻
止
が
で

き
る
重
要
議
決
権
を

持
つ
た
め
の
設
定
で

あ
る
。

　

役
員
報
酬
を
は
じ

め
経
費
を
抑
え
、
売

り
上
げ
を
さ
ら
に
伸

ば
し
て
い
く
こ
と
で

黒
字
化
を
考
え
て
い

る
。 質

疑
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

お
お
た
ま
村
づ
く
り

株
式
会
社
出
資
金　

４
５
０
万
円

　

お
お
た
ま
村
づ
く
り�
�

株
式
会
社
と
は
？　

　

村
営
の
収
益
的
事
業
の
運
営
・

経
営
を
担
う
受
け
皿
。

　

何
の
た
め
に
？　

　

村
営
で
直
売
所
運
営
を
行
っ
て

い
る
市
町
村
は
少
な
い
。
将
来
の

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、

収
益
や
経
営
を
村
外
に
流
出
さ
せ

な
い
た
め
。
収
益
を
村
内
で
循
環

さ
せ
る
た
め
。

　

何
を
す
る
の
？　

①
新
築
し
て
い
る
「
あ
だ
た
ら
の

里
直
売
所
の
経
営
」

②
空
き
施
設
に
な
る
現
直
売
所
で

の「
食
堂
経
営
・
加
工
所
の
運
営
」

　

資
本
金
は
？　

１
千
５
０
０
万
円

（
当
初
発
行
株
式
５
０
０
株
）

　

株
主
は
？　

村
民
の
方
、
村
（
１
５
０
株
）

　

株
主
募
集
は
？　

　

株
主
募
集
説
明
会
を
開
催
し
、

７
月
９
日
か
ら
７
月
末
日
ま
で
株

式
仮
申
し
込
み
を
受
付
。
ひ
と
り

１
株
３
万
円
（
先
着
順
に
３
５
０

株
）

組織のイメージ 株主総会

取締役会 監査役

取締役 代表取締役

事業本部長

総務部門 直売部門 加工部門 食堂部門あだたらの里直売会会員への
株主概要説明会（７月４日）
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件　　　名 提　出　者 紹介議員 付託委員会 審査結果
「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の
継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を
求める意見書」の提出を求める請願書

福島市上浜町
福島県教職員組合
中央執行委員長　角田　政志　他１名

武田悦子
議員 総務文教 採　　択

「大学生への給付制奨学金制度の拡充」を
求める請願

二本松市亀谷
福島県教職員組合安達支部
支部長　宍戸　芳子

武田悦子
議員 総務文教 採　　択

国の教育予算を増やして「高校無償化」を
復活し、給付制奨学金制度の確立を求める
請願

二本松市亀谷
福島県教職員組合安達支部
支部長　宍戸　芳子

武田悦子
議員 総務文教 不	採	択

議案番号 議　　　　　案　　　　　名 結果
議案第45号 大玉村税特別措置条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第46号 大玉村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第47号 平成23年東日本大震災による被災者に対する村民税、固定資産税及び国民健康保険税の減免に関する条
例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第48号 復興産業集積区域における村税の特例に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第49号 平成29年度大玉村一般会計補正予算について 原案可決

議案第50号 平成29年度国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決

議案第51号 平成29年度アットホームおおたま特別会計補正予算について 原案可決

議案第52号 平成29年度大玉村後期高齢者医療特別会計補正予算について 原案可決

議案第53号 平成29年度大玉村水道事業会計補正予算について 原案可決

議案第54号 大玉村農業委員会委員の任命について 原案可決

議案発議第２号 「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書について 原案可決

議案発議第３号 「大学生への給付制奨学金制度の拡充」を求める意見書について 原案可決

議案発議第４号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書について 原案可決

●６月定例会に提出された請願

６月定例会　議決結果

議案番号 議　　　　　案　　　　　名 結　　果
議案第41号 大玉村税条例等の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて 原案可決

議案第42号 平成29年度大玉村一般会計補正予算について 原案可決

議案第43号 平成28年度大玉村直売所新築工事（繰越事業）請負契約について 原案可決

議案第44号 平成28年度谷地・戸ノ内線道路改良舗装工事請負変更契約について 原案可決

４月臨時会　議決結果

件　　　名 提　出　者 付託委員会 審査結果

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求
める意見書提出の陳情について

二本松市金色
日本労働組合総連合会福島県連合会
二本松・安達地区連合　議長　高橋　　誉

産業厚生 採　　択

野内与吉資料館開設に伴う支援に関する陳
情書

大玉村大山字大皿久保
一般社団法人　野内与吉資料館
代表理事　野内　良郎

総務文教 一部採択

●６月定例会に提出された陳情

（
敬
称
略
）

氏　

名

住　

所

今
井　

雄
治
玉
井
字
町

渡
邉　

栄
治
玉
井
字
午
房
内

國
分　

初
男
玉
井
字
吉
丸
山

武
田　

隆
盛
玉
井
字
田
中

遠
藤　

勝
栄
大
山
字
大
皿
久
保

松
本　

博
司
大
山
字
二
子
塚

斎
藤　

洋
一
大
山
字
後
谷
地

村
上　
　

好
大
山
字
舘

渡
邉
ミ
ツ
子
大
山
字
小
次
郎
内

大
玉
村
農
業
委
員
会

委
員
の
任
命
に
つ
い

て
の
同
意

　

平
成
28
年
改
正
の
農
業
委

員
会
法
で
、
公
選
制
（
選
挙
）

か
ら
市
町
村
長
の
任
命
制
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
７
月
20

日
か
ら
の
新
た
な
農
業
委
員

会
委
員
９
名
の
任
命
に
つ
い

て
議
会
と
し
て
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
32
年
７
月

19
日
ま
で
の
３
年
間
。

　

新
し
い
農
業
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。



一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い

４
人
の
議
員
が
登
壇

閉
会
中
の
継
続
調
査　
～
３
月
定
例
会
後
か
ら
６
月
定
例
会
ま
で
に
行
っ
た
調
査
に
つ
い
て
～

「
共
に
学
び
合
う
教
育
」

連
携
教
育
の
先
進
事
例
に
つ
い
て

～
秋
田
県
東
成
瀬
村
で
の
研
修
を
ふ
ま
え
て
～

総
務
文
教
常
任
委
員
会　

　

全
国
学
力
テ
ス
ト
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
秋
田
県
東
成

瀬
村
へ
の
視
察
を
一
昨
年
に
村
教
育
委
員
会
、
昨
年

11
月
に
は
総
務
文
教
常
任
委
員
会
が
行
い
ま
し
た
。

そ
の
研
修
成
果
を
共
有
す
る
た
め
、
３
月
17
日
に
大

玉
村
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
て
、
教
育
委
員
、

教
育
長
お
よ
び
教
育
委
員
会
事
務
局
職
員
と
大
玉
村

の
教
育
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
玉
村
の
教
育
に
つ
い
て

　

学
び
合
い
を
核
と
し
た
授
業
づ
く
り
に
よ
り
学
力

の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
身
に

つ
け
ら
れ
る
よ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
核
と

し
た
教
育
施
策
に
取
り
組
み
、
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

教
職
員
の
多
忙
感
、
授
業
と
家
庭
学
習
が
つ
な
が

る
双
方
向
性
を
持
た
せ
た
連
携
学
習
、
授
業
中
の
発

問
の
工
夫
な
ど
に
解
決
す
べ
き
課
題
が
残
っ
て
い
る
。

除
染
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

産
業
厚
生
常
任
委
員
会　

　

５
月
29
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
住
民
福
祉
部

長
、
再
生
復
興
課
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
、そ
の
後
、

大
玉
村
第
１
仮
置
場
、
第
２
仮
置
場
お
よ
び
第
３
仮

置
場
候
補
地
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

執
行
部
に
要
望
し
た
こ
と

　

仮
置
場
が
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
箇
所
に
つ
い
て

は
、
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

　

現
在
あ
る
仮
置
場
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
適
正

な
管
理
を
行
う
こ
と
。

　

一
日
も
早
く
除
染
物
の
撤
去
や
放
射
線
量
の
低
減

を
図
る
た
め
、
国
に
対
す
る
要
望
活
動
を
行
う
こ
と

な
ど
。

コミュニティ・スクール委員会
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議
員
発
議

　６月定例会では、６月19日に４人の議員が一般質問を行いました。
　質問と答弁を要約した内容は、質問順に６ページから９ページです。

押
おし

山
やま

　義
よし

則
のり １．県道石筵本宮線の一日も早い全線開通を

２．主権者教育を ６ページ

武
たけ

田
だ

　悦
えつ

子
こ １．新制度での国民健康保険はどうなるのか

２．子育て支援をより充実させるために必要なことは ７ページ

鈴
すず

木
き

　康
やす

広
ひろ

１．ふるさと納税の適切な運用で、村の将来の財源確保を ８ページ

須
す

藤
どう

　軍
ぐん

蔵
ぞう １．原発の爆発事故に係る対応について

２．畜産農場の環境対策について ９ページ

「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業
」

の
継
続
と
、
被
災
児
童
生
徒
の
十
分
な

就
学
支
援
を
求
め
る
意
見
書

提
出
先　
復
興
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、

総
務
大
臣
、
財
務
大
臣

「
大
学
生
へ
の
給
付
制
奨
学
金
制
度
の

拡
充
」
を
求
め
る
意
見
書

提
出
先　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
財

務
大
臣
、
総
務
大
臣

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早

期
発
効
を
求
め
る
意
見
書

提
出
先　
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働

大
臣
、
福
島
労
働
局
長

※
意
見
書
と
は
…

　
地
方
公
共
団
体
の
公
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
意
思
を
意
見
と
し
て
ま
と
め
た
も

の
。
地
方
自
治
法
第
99
条
に
は
、「
地
方
自
治
体

の
議
会
は
、
当
該
普
通
公
共
団
体
の
公
益
に
関
す

る
事
件
に
つ
き
意
見
書
を
国
会
又
は
関
係
行
政
庁

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
議
員
が
発
議
し
て
本
会
議
に

は
か
り
、
議
長
名
で
関
係
機
関
に
提
出
す
る
。

４
月
28
日　

臨
時
会
開
催
　

一
般
会
計

	

補
正
額
５
６
６
万
円

【
歳
出　

主
な
も
の
】

○
大
玉
村
議
会
議
員
補
欠
選
挙
費

○
地
域
学
校
協
働
活
動
事
業
費

意
見
書
３
件

を
提
出
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一 般 質 問

質
問
趣
旨

選
挙
投
票
率
の
低
迷
を
懸
念
す
る
状
況
か
ら
、
国
民
主
権
の
在
り
方
、

憲
法
改
正
へ
の
関
心
な
ど
へ
の
理
解
に
向
け
、
教
育
事
業
の
中
に

主
権
者
教
育
の
必
要
性
を
求
め
る
。

主
権
者
教
育
を

質問趣旨
全線開通による大玉村への経済効果を踏まえ、早期実現に向けて
の取り組み状況は。

県道石筵本宮線の一日も早い全線開通を
押
山
義
則
議
員

押
山　

工
事
が
中
断

さ
れ
て
い
る
事
情
、
石

筵
地
区
ま
で
の
交
通
不

能
区
間
の
距
離
な
ど
事

業
概
要
の
あ
ら
ま
し
、

今
後
の
請
願
活
動
を
含

め
開
通
に
向
け
て
の
見

通
し
を
伺
う
。

産
業
建
設
部
長　

昭

和
61
年
よ
り
測
量
等
に
着
手

し
た
が
、
石
筵
地
区
ま
で
工

事
延
伸
が
で
き
な
か
っ
た
理

由
は
、
平
成
５
年
３
月
に
石

筵
地
区
よ
り
道
路
改
良
工
事

の
凍
結
の
申
し
入
れ
書
が
県

に
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
し
か
し
、
平
成
15

年
１
月
に
石
筵
地
区
よ
り
郡

山
市
長
へ
整

備
要
望
書
が

提
出
さ
れ

た
。
現
在
、

石
筵
地
区
の

地
籍
調
査
未

整
備
地
区
が

存
在
し
て
い

る
こ
と
か

ら
、
郡
山
市

の
早
期
地
籍

調
査
完
了
が

望
ま
れ
て
い

る
。
交
通
不

能
区
間
は
、

約
３
・
５
㌔

押
山　

全
国
と
比
較
し
た

大
玉
村
の
18
歳
、
19
歳
の
有

権
者
の
投
票
率
は
。
主
権
者

教
育
の
必
要
性
と
現
在
の
各

学
校
な
ど
で
の
取
り
組
み
状

況
を
伺
う
。

総
務
部
長　

昨
年
７
月
の

参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
率

は
、
18
歳
が
64
・
79
％
、
19

歳
が
48
・
19
％
で
、
全
国
平

均
よ
り
も
13
・
51
ポ
イ
ン
ト
、

５
・
89
ポ
イ
ン
ト
と
い
ず
れ

も
上
回
っ
て
い
る
。

教
育
長　

義
務
教
育
で

は
、
基
本
的
人
権
、
国
や
地

方
の
政
治
の
仕
組
み
、
地
方

自
治
な
ど
に
つ
い
て
社
会
科

で
指
導
し
て
い
る
。
社
会
科

で
知
識
と
し
て
教
え
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
が
、
児
童
会

活
動
や
生
徒
会
活
動
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
た
ち
の

問
題
を
自
分
た
ち
で
考
え
て

解
決
し
実
践
し
て
く
こ
と

が
、
主
権
者
意
識
を
高
め
る

こ
と
に
な
る
。

㍍
で
あ
る
。
県
で
は
、
郡
山

市
の
地
籍
調
査
進
捗
状
況
や

交
通
事
情
等
を
見
極
め
な
が

ら
整
備
の
必
要
性
を
検
討
し

て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

押
山　

石
筵
本
宮
線
、
旧

母
成
街
道
沿
線
の
歴
史
的
価

値
の
認
識
と
観
光
へ
の
活
力

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
状
況

と
考
え
を
問
う
。

教
育
長　

県
道
石
筵
本
宮

線
は
戊
辰
戦
争
な
ど
歴
史
的

な
意
義
が
深
い
と
理
解
し
て

い
る
。
策
定
を
進
め
て
き
た

歴
史
文
化
基
本
構
想
に
お
い

て
活
用
を
図
っ
て
い
く
べ
く

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

早期開通が望まれる県道石筵本宮線

１票を投じる大玉中生徒会役員選挙

※
主
権
者
教
育
と
は
…

　

社
会
の
で
き
ご
と
を
み
ず

か
ら
考
え
て
判
断
し
、
主
体

的
に
行
動
す
る
主
権
者
を
育

て
る
こ
と
。
主
権
と
は
、
国

の
在
り
方
を
最
終
的
に
決
め

る
権
利
。

　

総
務
省
の
「
主
権
者
教
育

の
推
進
に
関
す
る
有
識
者
会

議
」
で
は
、
若
い
人
た
ち
の

政
治
意
識
を
高
め
る
た
め
に

学
校
や
地
域
が
ど
う
い
う
役

割
を
果
た
す
べ
き
か
を
提
言

し
て
い
る
。
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一 般 質 問

質問趣旨
30年度から広域化へ移行する国民健康保険制度、どうなるのかを
問う。

新制度での国民健康保険はどうなるのか
武
田
悦
子
議
員

武
田　

新
し
い
制
度
で
、

国
民
健
康
保
険
の
流
れ
は
ど

う
な
る
の
か
。

住
民
福
祉
部
長　

基
本
的

に
は
県
で
標
準
保
険
料
を
決

定
し
た
率
に
基
づ
い
て
、
村

が
保
険
料
を
賦
課
徴
収
し
、

納
付
金
と
し
て
納
入
す
る
。

武
田　

国
保
税
の
標
準
保

険
料
が
公
表
さ
れ
た
よ
う
だ

が
、
大
玉
村
の
国
保
税
は
上

が
る
見
通
し
な
の
か
伺
う
。

住
民
福
祉
部
長　

現
在
、

協
議
を
行
っ
て
お
り
、
標
準

保
険
料
率
は
未
確
定
で
あ
る
。

大
玉
村
は
医
療
水
準
が
高
く
、

所
得
水
準
も
県
全
体
と
比
較

す
る
と
1.2
倍
程
度
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
高
い
標
準
保

険
料
率
が
予
想
さ
れ
る
。

武
田　

こ
れ
ま
で
の
税
負

武
田　
大
玉
村
の
要
保
護
・

準
要
保
護
の
数
は
何
人
か
。

教
育
総
務
課
長　

５
月
31

日
現
在
、
要
保
護
児
童
生
徒

の
該
当
者
は
な
い
。
準
要
保

護
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、

22
人
で
、
小
学
生
が
12
人
、

中
学
生
が
10
人
で
あ
る
。

武
田　

就
学
援
助
制
度
で

の
入
学
準
備
金
の
支
給
は
い

つ
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。ま
た
、

入
学
前
に
支
給
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
と
制
度
が
改
正
さ

れ
て
い
る
が
、
考
え
を
伺
う
。

教
育
総
務
課
長　

大
玉
村

要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童

生
徒
援
助
費
支
給
要
綱
に
基

づ
き
、
３
期
に
分
け
て
学
期

末
に
支
給
し
て
い
る
。
新
入

学
児
童
生
徒
学
用
品
費
に
つ

い
て
は
７
月
に
支
給
し
て
い

る
。教育

長　

村
の
要
綱
を
改

正
し
、
就
学
前
に
支
給
で
き

る
よ
う
に
速
や
か
に
実
施
し

て
い
く
方
向
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

武
田　

子
ど
も
た
ち
の
貧

困
を
担
当
す
る
部
署
が
明
確

に
な
っ
て
い
な
い
が
、
ど
こ

の
部
署
で
担
当
す
る
の
か
。

住
民
福
祉
部
長　

基
本
的

に
は
健
康
福
祉
課
が
窓
口
で

あ
る
が
、
相
談
の
過
程
で
、

教
育
委
員
会
や
社
会
福
祉
協

議
会
、
民
生
委
員
な
ど
と
連

携
し
、
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

担
軽
減
の
た
め
に
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど
を

行
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
広

域
化
後
、
基
金
は
ど
う
な
る

の
か
、
基
金
の
残
高
も
合
わ

せ
て
伺
う
。

村
長　

被
保
険
者
に
つ
い

て
、
急
に
制
度
が
変
わ
り
不

利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

村
と
し
て
も
十
分
考
え
て
い

き
た
い
。

住
民
福
祉
部
長　

現
在
の

基
金
残
高
に
つ
い
て
は
、
７

千
４
３
４
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
広
域
化
後
の
基
金
の
運

用
に
つ
い
て
は
、
村
が
保
有

し
て
不
足
し
た
際
の
納
付
金

等
へ
の
充
当
、
決
算
剰
余
金

か
ら
の
積
み
立
て
が
行
え

る
。

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

　

・
牧
草
地
へ
の
塩
化
カ
リ
ウ
ム
散
布
に
よ
る
農
家
救

済
に
つ
い
て

　

・
松
く
い
虫
対
策
、
森
林
保
全
対
策
に
つ
い
て

医療費の削減は日頃の健康管理から

新１年生の新しい教科書と黄色いぼうし

質
問
趣
旨

子
育
て
支
援
の
充
実
は
、
次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
投
資
で

あ
り
、
大
玉
村
の
将
来
を
見
据
え
た
上
で
も
大
切
で
あ
る
。

子
育
て
支
援
を
よ
り
充
実
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
こ
と
は
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一 般 質 問

質問趣旨
ふるさと納税の積極的な活用で、これからの村発展の財源を
安定的に確保する努力を、今こそ行おう。

ふるさと納税の適切な運用で、村の将来の財源確保を
鈴
木
康
広
議
員

鈴
木　

ふ
る
さ
と
納

税
制
度
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
改
善
を
行
っ
た

か
。
委
託
業
者
名
、
委

託
内
容
と
期
待
さ
れ
る

効
果
を
伺
う
。

産
業
建
設
部
長　

制

度
の
運
用
業
務
を
Ｊ
Ａ

ラ
イ
フ
ク
リ
エ
イ
ト
福

島
に
委
託
し
て
い
る
。
内
容

は
ウ
ェ
ブ
上
の
申
し
込
み
を

も
と
に
返
礼
品
の
発
注
、
発

送
、
寄
付
証
明
書
の
発
送
な

ど
で
あ
る
。
村
職
員
の
業
務

負
担
軽
減
と
寄
付
者
へ
の
よ

り
丁
寧
な
フ
ォ
ロ
ー
が
可
能

に
な
る
。

鈴
木　

委
託
す
る
こ
と
に

つ
い
て
返
礼
品
の
取
り
扱
い

業
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

説
明
を
し
た
か
。

産
業
建
設
部
長　

４
月
27

日
に
、
説
明
会
を
開
催
し

た
。
村
内
事
業
者
の
方
々
の

作
業
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が

な
い
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

け
た
と
考
え
る
。

鈴
木　

返
礼
品
の
調
達
価

格
を
３
割
以
内
に
抑
え
る
と

い
う
総
務
省
通
達
へ
の
対
応

は
。産業

建
設
部
長　

返
礼
品

の
調
達
価
格
割
合
の
変
更

は
、
現
在
検
討
し
て
い
な
い
。

鈴
木　

全
国
か
ら
具
体
的

に
何
の
た
め
に
善
意
を
募

り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
せ
て

も
ら
っ
た
か
。
目
的
と
成
果

を
伺
う
。

産
業
建
設
部
長　

具
体
的

に
５
つ
の
目
的
を
提
示
し
て

い
る
。
１
つ
目
は
国
際
感
覚

豊
か
な
人
材
の
育
成
、
２
つ

目
は
自
然
環
境
に
や
さ
し
い

村
づ
く
り
、
３
つ
目
は
夢
を

育
て
る
教
育
・
子
育
て
、
４

つ
目
は
元
気
な
む
ら
づ
く

り
、
５
つ
目
は
大
玉
ま
る
ご

と
応
援
（
使
途
は
自
由
）
で

あ
る
。
内
容
は
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
問
い
合

わ
せ
が
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
詳

細
に
説
明
を
し
て
い
る
。

大玉村　ふるさと納税 検　索
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一 般 質 問

質問趣旨
年月の経過とともに事故への対応、願いも複雑になる。
地域を取り戻す共通認識が大切。

須
藤
軍
蔵
議
員

原発の爆発事故に係る対応について

須
藤　

４
月
23
日
に
村
主

催
で
「
周
辺
影
響
軽
減
対

策
」
の
説
明
会
が
行
わ
れ

た
。
２
農
場
の
経
営
者
の
説

明
が
あ
っ
た
が
、
経
営
者
と

し
て
の
責
任
と
自
覚
の
点
で

も
以
前
よ
り
後
退
し
た
の
で

は
な
い
か
。
当
局
は
ど
う
受

け
止
め
た
か
、
ま
た
今
後
の

指
導
は
ど
う
す
る
の
か
。

住
民
福
祉
部
長　

直
接
話

し
合
い
の
場
を
持
っ
た
こ
と

は
、
意
義
が
あ
っ
た
と
思
っ

て
い
る
。
納
得
で
き
る
よ
う

な
状
況
で
は
な
か
っ
た
と
感

じ
て
い
る
が
、
こ
う
い
う
場

が
な
け
れ
ば
、
形
骸
化
さ
れ

て
し
ま
う
。
村
は
で
き
る
だ

け
週
１
回
訪
問
し
、
状
況
を

確
認
し
て
い
る
。
月
１
回
、

県
北
家
畜
保
健
衛
生
所
と
と

も
に
訪
問
し
、
意
見
を
申
し

上
げ
て
い
る
。

須
藤　

こ
の
件
に
見
る
べ

き
前
進
が
な
い
時
は
、「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
」

へ
の
加
盟
の
更
新
は
や
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
環
境
改

善
に
対
す
る
明
確
な
対
応
を

求
め
る
。

村
長　

今
あ
る
課
題
を
一

つ
一
つ
解
決
し
て
、
真
に
美

し
い
大
玉
村
を
つ
く
り
あ
げ

て
い
く
の
も
目
標
で
あ
る
。

住
民
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
、
か
な
り
力
は

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
住
民

と
行
政
も
一
緒
に
連
携
を
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

須
藤　

原
発
を
推
進
し
て

き
た
国
と
東
電
の
責
任
は
明

白
。
き
っ
ち
り
追
及
し
続
け

る
。
あ
わ
せ
て
除
染
を
は
じ

め
、
環
境
の
改
善
に
役
立
つ

こ
と
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
住

民
、
行
政
が
一
体
と
な
り
進

め
る
こ
と
が
大
切
だ
。
我
々

は
も
ち
ろ
ん
、
村
は
そ
の
役

割
を
果
た
さ
れ
た
い
。

村
長　

で
き
る
だ
け
早
く

マ
イ
ナ
ス
の
と
こ
ろ
か
ら
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
ま
で
戻
す
と

い
う
こ
と
、
数
々
の
努
力
を

生
産
者
、
住
民
も
そ
れ
ぞ
れ

一
生
懸
命
努
力
を
し
て
い

る
。
一
日
も
早
く
復
興
が
で

き
る
よ
う
に
、
共
通
認
識
を

持
っ
て
進
め
て
い
た
だ
け
れ

ば
大
変
あ
り
が
た
い
。

須
藤　

里
山
除
染
に
つ
い

て
の
環
境
省
の
基
準
は
高
い

ハ
ー
ド
ル
だ
。
そ
の
地
域
と

一
体
の
野
山
が
里
山
で
あ
る
。

住
民
の
立
場
で
事
に
当
た
ら

れ
た
い
。

住
民
福
祉
部
長　

基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
、
追
加
被

ば
く
線
量
が
年
間
１
㍉
シ　

ー

ベ
ル
ト

以
上
と
い
う
の
が
前
提
と

な
っ
て
お
り
、
か
な
り
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
。
地
元
住
民
の

声
を
最
優
先
と
い
う
形
で
要

望
し
て
、
国
、
県
と
も
協
議

を
重
ね
て
い
き
た
い
。空間放射線量を測定するモニタリングポスト

小高倉地区環境調査（７月21日）

質
問
趣
旨

４
月
に
開
催
さ
れ
た
周
辺
影
響
軽
減
対
策
に
関
す
る
説
明
会
で
の

２
つ
の
農
場
の
経
営
者
側
か
ら
の
説
明
に
つ
い
て
。

畜
産
農
場
の
環
境
対
策
に
つ
い
て
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議会広報編集特別委員

　委員長 ● 鈴木　康広
副委員長 ● 本多　保夫
　　委員 ● 松本　　昇
　　委員 ● 佐々木市夫
　　委員 ● 菊地　利勝

　

新
し
い
制
度
に
よ
り
、
農

業
委
員
（
村
長
任
命
、
議
会

同
意
）
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
決
ま
り
ま
し

た
。
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

本
村
の
農
業
が
抱
え
る
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
、
遊
休
農

地
、
耕
作
放
棄
地
、
鳥
獣
対

策
な
ど
山
積
し
て
い
る
現
況

を
踏
ま
え
、
行
動
力
を
大
い

に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

我
々
と
し
て
も
強
い
関
心

を
持
ち
対
策
に
取
り
組
み
、

情
報
の
共
有
に
よ
り
問
題
の

解
決
を
図
っ
て
い
く
べ
き
と

考
え
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
猛
暑
が
続
き
ま

す
が
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
お
体
を
大
切
に
過
ご

さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

編
集
後
記

問い合わせ先…議会事務局　TEL.24－8103

9次の議会は	 月です
議会傍聴は、住所と名前を記入するだけです。
役場２階の「傍聴人控室」においでください。

村政を知るよい機会です。
お気軽に傍聴してみませんか‼

平成26年10月２日
「日本で最も美しい村」
連合に加盟しました

髙
た か

橋
は し

　亮
り ょ う こ

子 さん
　私はネギと花を出しています。
ネギは太くて甘く、夏は蕎麦の薬
味としておいしくいただけます。
ユリの花を品種改良し、赤など多
彩な色が楽しめ、お客様に喜ばれ
ています。

菅
すが　わら

原　　進
すすむ

 さん
　私は大根と玉ねぎを出していま
す。大根は、虫などの被害がなく
きれいと評判がいいです。玉ねぎ
は皮をむいているので、手早くサ
ラダにできて、ゴミが出ないとこ
ろが喜ばれています。

橋
は し

本
も と

　初
は つ

子
こ

 さん
　私はサニーレタスとネギを出し
ています。サニーレタスは、サラ
ダだけでなく、焼き肉を巻いて食
べてもおいしいです。卵とじやカ
レー風味で炒めてもおいしいとお
客様に勧めています。

菊
き く

地
ち

　邦
く に

子
こ

 さん
　私はアスパラとインゲンときゅうり
を出しています。アスパラの穂先の柔
らかい部分を生で刻んで生姜やにんに
くで和えるとおいしいです。根元はオ
リーブオイルで炒め塩コショウを振る
と触感も良くお勧めです。

鈴
す ず

木
き

　正
ま さ

広
ひ ろ

 さん
　私はたもぎ茸を出しています。天ぷ
らや味噌汁がおいしいです。すき焼き
やピザに使う旅館もあります。炊き込
みご飯の素は、３合の米と混ぜるだけ
で、手軽に簡単においしい炊き込みご
飯ができるとお客様に喜ばれています。

大玉村の元気を発信!!

あだたらの里
直売所
　直売所に出荷する

「あだたらの里直売会」の
皆さんに、お聞きしました。

　お客様が心地よく足を運んでくださるために、
「あだたらの里直売会」では定期的にふれあい広
場の除草や４号線沿線の清掃活動をしています。


